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要旨
平成7年、本学の開学より毎年学生の保健行動や日常生活行動の調査を行ってきた。それは、健
康観、医療への関心度・理解度、日常生活行動を通して保健行動を探り、教育指導に資することが
目的である O 今回、 3年間の調査結果から、各学年の入学時 (1年生)に焦点をあて比較検討をし
た。1)健康観については、各年度生とも日常生活を円滑に進めていくために必要な健康認識が示
されていた。 2)医療への関心度は、 9年度生が全般に高い点数であった。医療への理解度は、関
心度に比して自己評価は低い傾向であった。 3)日常生活行動については、各年度生ともほぼ共通
した結果であった。特徴的なのは、 7年度生はスポーツやサークル活動をするものが多く、また、
疲労やストレスがあるものが多い傾向にあった。今後も経時的な検討が必要と思われる。
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I はじめに
わが国の疾病構造が慢性疾患を中心に変化し、長
期にわたる生活習慣の影響が問題となっている。そ
の対応のためには、生活習慣や社会的習慣の見直し、
つまりライフスタイルの修正が必要とされている。
Breslowらの研究1)においても健康習慣と健康状態、
社会的ネットワークとの関連が明らかにされている。
本学において学生の保健行動に着目したのは、若
L 、世代の健康観や生活習慣のあり方が健康づくりの
基礎になることと、看護にたづさわるものとしてす
べての人が健康で生きがいが持てるように援助する
立場にあるからである。
そこで、学生の保健行動や日常生活行動を知る目
的で、本学の入学時から毎年実態調査を行いその特
徴を分析し報告してきた。第1報では、 1学年を対象
にして健康で、あることの認識や医療への関心度、理
解度、さらに日常生活行動や生活習慣の実態を明ら
かにした。第2報では、 1年生と 2年生の学年間、お
よび前年に調査した 1年時の差異、変化について比
較検討をした。今回、調査は3年目にあたり、各学年
の1年次を中心にして比較検討を行ったので報告す
る。
E 研究目的
1年生から3年生の入学時における健康観、医療に
ついての関心度・理解度、日常生活における保健行
動の実態を把握し、今後の教育に資することを目的
とする。
用語の定義
用語の定義は、著者らがすでに提示したものと同
ーである。 2) :1) 
・保健行動:健康上好ましい行動で、単に知識や態
度のみでなく、社会・経済等の環境要因の影響を
受け、日常生活習慣により形成され、 Qualityof 
Life (QOL)に向けて変容する行動。
-健康変化する環境の中で、身体的・精神的・社
会的機能のより高い可能性をめざした 動的かつ
主体的なコントロール能力。
-健康観:健康というものを自己実現を目指す立場
からみた見方。
・日常生活行動:情報、知識、体験、生活習慣などに
より形成され、健康を考える上で重要な行動。
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E 研究方法
1.調査対象
本看譜短期大学(3年課程)学生における平成
7年度、 8年度、 9年度の l年生各80名中同
意が得られた各77名、 77名、 79名。
2.調査期間
平成7年6月25日一 7月21日、平成8年5月
31日-6月4日、平成9年4月15日一4月18日。
3.調査方法
半構成的質問紙による集合調査を行った。質問
内容は、学生の保健行動に関連するものおよび
日常生活行動や生活習慣に関するものである。
まず、健康観すなわち「健康であるJをどのよ
うに認識しているかを用意した項目 (Figure1 
参照)の中から選択(複数選択可)させた。次
に「睡眠j、「食事J、「運動」の比較で、健康に
とっていずれをより大切と考えるかを質問した。
また、医療に関連する各項目に対する関心度・理
解度をそれぞれ「非常にあるJ(2点)、「あるJ
(1点)、 「どちらともいえないJ(0点)、「なLリ
(一l点)、「まったくなpJ(-2点)の 5段階
で自己評価させた。さらに、「栄養Jr運動Jr休
養Jに関する生活習慣、健康に関わる習慣、社
会生活に関する項目については3段階評価で記
載させた。以上の回答につき各年度における検
討を行うとともに年度閣の差異についても比較
検討した。
4.分析方法
統計学的分析は、汎用統計学パッケージ SPSS
を用いてカイ二乗検定、 t検
定を行った。
生では男性1名、女性78名で18-24歳であった。
2.学生の健康観
lH健康である」ことに対する認識について
(重複回答)(Figure 1) 
「健康である」ことに対する認識では、全年度
とも「病気や怪我がない(病気なし)Jが最も多
く、 7年度生で83.1%、8年度生で75.3%、9
年度生で83.5%であった。次いで、「精神的安定」
(7年度生では未調査)が8年度生、 9年度生で
各70.1%、70.9%、次に「食欲ありj、「睡眠が
よくとれる(良眠できる)Jの順であった。年度
聞の対比では、 7年度生と 9年度生で 「社会生
活が順調jが8年度生に比較して多く (p< 
0.01)、9年度生は 「自覚症状なしjが7年度生
よりも多かった (p< 0.01)。
2H睡眠、食事、運動のいずれが健康に大切かj
に対して
健康に関連する重要因子の睡眠、食事、運動
について、睡眠vs食事、食事vs運動、睡眠vs
運動の組み合わせでの比較によりそれぞれ回答
を得た。その結果は、Fi思lre2'こ示す通りであっ
た。全年度において食事より睡眠が大切 (p< 
0.001)であり、また運動より睡眠が大切(7年
度生および8年度生 p< 0.001、9年度生 :p
< 0.05)であるとの回答であった。しかし、食
事と運動との比較においては、 7年度生、 8年
度生は運動よりは食事が大切 (p<O.ol)で
あったが、9年度生においては、食事より運動
が大切とする回答が多く差異を認めた。
H9年度生 家
.H8年度生5
83.5 : H7年度生s
町 結果
l∞ j警Zi:;::]:::
回答数は、平成 7年度 1年生
(以下、 7年度生)が 77名、平成
8年度(以下、 8年度生)が77名、
平成9年度生(以下、 9年度生)が
79名で回答率はそれぞれ96%、
96%、99%であった。
1 .学生の背景
男女比および年齢は、 7年度
生では男性 1名、女性76名で18
-36歳、 8年度生では男性3名、
女性74名で18-36歳、 9年度
m 
印
% 
53.2 : 
その他
る 運動できる 検査異常なし
Figure 1 r健康である」とは
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Figure 2 睡眠，食事，運動のいずれかが健康に大切か
3) r現在，健康であるか」に対して
7年度生の69名、 89.6%、8年度生の67名、
87%、9年度生の72名、 91.1%の大多数が「現
在健康であるjとの回答であった。
4) rアレルギ一体質」および「月経痛Jの有無
とその対応方法に対して
9生
6)i健康上の不安・心配事はあるか」、「死
への恐怖感があるか」
「健康上の不安・心配事はあるか」につい
ては7年度生の13名、 16.9%、8年度生の
16名、 20.8%、9年度生10名、 12.7%が
「ある」とし、一方「死への恐怖感があるか」
については7年度生の22名、 28.6%、8年
度生の21名、 27.3%、9年度生の20名、 25.3
%が「ある」の回答であった。
3 .医療への関心度
現代医療に関連する主要な疾患、治療、環
境問題その他について21項目をとりあげ、そ
れに対する関心度および理解度を調査した。
各項目に対して年度別にその平均点および標
準偏差を算出し、上位5項目と下位5項目を
表に示した。その結果、医療への関心度は
Table 1の通りであった。総じて関心度は高
く、項目別でみると全年度とも共通して関心
度の高い項目は、エイズ、癌などで、脳死(植
物人間)、尊厳死なども上位であった。各年度
別に上位項目をみると、 7年度ではホスピス、癌、
エイズ、尊厳死、臓器移植の順であり、 8年度で
はエイズ、脳死(植物人間)、癌、尊厳死、難病の
順、 9年度では脳死(植物人間)、臓器移植、癌、
インフォームド・コンセント、エイズ、尊厳死の
順であった。年度聞の比較では、 9年度生は15項
目において他年度生よりも全般的に高い点数で
あった。一方、関心度の下位項目をみると、いず
れの年度においても、人工透析が最下位でアレル
ギーも下位であった。
「アレルギ一体質」が7年度生21名、 27.3%、
8年度生24名、 31.2%、9年度生29名、 36.7
%でみられた。また「月経痛J(女子学生)は7
年度生の53名、 70.7%、8年度生の46名、 62.2
%、 9年度生56名、 71.8%で、その対応として
は過半数のものが「薬 Table 1 医療への関心度
を服用するj、「我慢す
る」であった。
5H体調不良のとき、
すぐ薬をのむ方か」
に対して
7年度生18名、23.4
%、 8年生の 19名、
24.7%、9年度生16
名、20.5%がれ心、」で
あったの
盟主
2 
3 
4 
5 
坦主
17 
18 
19 
20 
21 
関心度の上位 5項目
17年度生l
項目
ホスピス
癌
エイズ
尊厳死
臓器移植
旦E旦主2!!
1.4土 0.7
1.3土 0.6
1.3土 0.7
1.3土 0.8
1.2土 0.8
18年度生l
項目
エイズ
脳死・繍物人間
癌
尊厳予E
灘病
mean士 so
1.5土 0.7
1.3土 0.7
1.3土 0.8
1.3土 0.9
1.2土 0.6
19年度生l
項目 mean土 so
脳死・纏物人間 1.7土 0.5
臓器移植 1.6土 0.6
癌 1.5土 0.6
イン7寸ー ムドヨンセント 1.5士 0.(;
エイズ 1.5士 0.6
【H】 関心度の下位 5項目
17年度生l
長詰雇
薬害・副作用
公害・環境破寝
アレルギ
人工透析
由回n土 SD
0.6 :t 0.8 
0.6:t 0.9 
0.5土 0.8
0.5 :t 0.8 
0.2土 0.9
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|8年度生l 19年度出
項目 回目n土 SD 項目 回氾血土 so
7レルギ- 0.6土 1.1 公害・環境破寝 0.9:t 0.9 
避妊 0.6:t 0.9 肥満 0.9 :t 1.1 
体外受精 0.5 :t 1.1 避妊 0.8:!: 0.9 
間接喫煙 0.5 :t 1.1 アレルギー 0.8土 1.0
人工透析 0.2士1.0 人工透盤 0.6:!: 0.9 
較的多かったものは7年度生でのホスピス、 9年
度生のインフォームド・コンセントであった。ま
た個人により理解度の評価にかなりの差異がみら
れた。
5.日常生活行動
1 )生活習慣について
毎日の生活の在り方が健康をつくってゆく基
礎となり、生活習慣病を予防していくために栄
養、運動、休養の三要素の重
要性が認識されているため、
この3点について調査した o
1.栄養について (Table3) 
「記長 朝食摂取、栄養への配慮、
:3E S 間食(おやつ)の3項目につ
0.2土 0.7
0.2士 0.9
4.医療への理解度
医療への理解度は、 Table2に示す通りの結果
であった。自己評価による理解度は関心度に比較
して全般的に低かった。理解度の評価で「あるJが
「なpJを上回った項目は、各年度とも半数以下と
少なく、「避妊J、「エイズ」、「脳死(植物人間)Jな
どの項目であった。理解度で上位の項目を見ると、
全学年ともエイズと避妊であった。他の項目で比
医療への理解度Table 2 
いてみた。
若い世代では、夜更かし、朝
食の欠食がとかく問題とされ
ているが、当短大生は朝食を
毎日摂取しているものが各年
度生とも80%以上であった。
「栄養に気を配っているかJ
については f時々配ってい
るjものが50%前
後で I~ 、つも気を
配っている」と「気
を配っていない」
が25%前後に区分
匡互夏三富
品
避妊
脳死・植物人間
公害・環2量破.
|】
【 H】
mean士 SD
-0.4 :! 0.9 
-0.4士 0.7
-0.5 :! 0.8 
-0.6 :! 0.8 
-0.9 :! 0.8 
匡至豆亙
項目
哀冨7百存扇
感染症
遺伝子治被
灘病
人工透盆
田{'.岨土 SD
-0.3 :! 0.7 
-0.5 :! 0.8 
-0.6 :! 0.7 
-0.7 :! 0.7 
-0.7士 0.7
匡至宝~
項目
膏薬豆
遺伝子治療
薬害・副作用
人工透析
般病
哩J立
17 
18 
19 
20 
21 
間食
せず 時々 いつもVr凶
n n n ~ 
18 3.4 37 48.1 21 27.3 
14 18.2 53 68.8 10 13.0 
14 17.7 47 59.5 18 22.8 
栄養に関すること
栄養の配慮
いつも~.(\lð 時々 せず
n~ n ~ n 
14 18. 2 38 49. 4 24 31. 2 
20 26.0 鈎 50.6 18 23.4 
19 24.1 訂 46.823 29.1 
Table 3 
領取せず
n ~ 
6 7.8 
3 3.9 
3 3.8 
朝食摂取
毎日摂取時々摂取n. n. 
62 80.5 8 10.4 
6 85. 7 8 10. 4 
67 84.8 9 1.4 
H7年入学生
H8年入学生
日9年入学生
されていた。
「間食」について
は、 48%-68%が
「時々きしているJ
で、「しなLリもの
は7年度生がやや
多く 18名、 23.7%
であった。
2.運動について
(Table 4) 
スポーツの実
施、歩くこと、体を
動かすことが好き
かの3項目につい
体を動かすのが好き
はい おらtもいえEい いいえ
n n ~ n ~ 
54 70. 1 16 20. 8 6 7.8 
54 70.1 17 2.1 6 7.8 
61 7. 2 14 17.7 4 5. 1 
運動に関することと
よく歩〈
はい おらとい吐U いいえ
n~ n ~ n 
32 41. 5 28 36.4 16 21. 1 
42 54. 5 2 28. 6 13 16. 9 
34 43.0 35 44.3 10 26.7 
Table 4 
スポー ツの実施
毎日 時々 せず
n~ n ~ n ~ 
2 2.6 60 7. 9 14 18.2 
38 49. 4 39 50. 6 
22.5 41 51.9 36 45.6 
*林 P<O.OOl
Table 5 
H7年入学生
日8年入学生
H9年入学生
理解度の上位 5項目
匡互~ 直互豆ヨ
』盟隼項目 mean土 SD 項目 m棚土 SD
1 エイズ 0.7土 0.7 避妊 0.5土 0.9
2 避妊 0.5土 0.8 エイズ 0.4土 0.8
3 ホスピス 0.4土 0.8 尊厳死 0.1士 0.9
4 癌 0.2士 0.7 公害・環境破壇 0.0土仏9
豆一イン7tームドコンセント 0.2土 0.8 脳亮・植物人間 0.0土 0.8
理解度の下位 5項目
匡互豆亘
項目 mean土 SD
アレルギー -0.5士 0.9
感染症 -0.6 :! 0.9 
遺伝子治療 -0.6:! 0.8 
灘病 -0.7士仏8
人工透析 -0.9 :! 0.8 
ストレス
おらtb¥吐Eい あり
n~ n ~ 
18 23. 4 42 54. 5 
24 .31.2 28 36. 4 
37 46.8 23 29.1 
* P<O.Ol 
なし
n ~ 
17 22.1 
25 32.5 
19 24.1 
あり
n ~ 
45 58.4 
40 51. 9 
35 44.3 
てみた。
体を動かすことが
好きなものは、各
いいえ
n 
17 2.0 
9 1.7 
8 10.1 
規則的生活
tちらcbいi.U¥1
n ~ 
24 31. 2 
32 41. 6 
35 4.3 
はい
n 
36 46.8 
36 46.7 
36 45.6) 
いつも
n 
1 1. 3 
3 3.9 
2 2.6 
?
?
，?
休養に関すること
疲労
なし おらtもいはい
n~ n ~ 
1 14.5 20 26.3 
1 14. 3 26 3. 8 
8 1札1 36 46.8 
健康に関わる習慣
喫煙
時々
n • 
不眠
n ~ 
3 3.9 
3 3.9 
1 1.3 
睡眠
m，もいi.tl>
n • 
15 19.5 
10 13.0 
10 12.7 
良好
n ~ 
58 75.3 
64 83.1 
68 86.1 
H7年入学生
H8年入学生
H9年入学生
Table 6 
w，m 
n 
72 93.5 
71 92.2 
16 94.2 
いつも
n 
o 0 
o 0 
o 0 
飲酒
時々
n 
24 31. 2 
13 16.9 
20 25.3 
aV，m 
n 
53 68.8 
64 83.1 
59 74.7 
H7年入学生
H8年入学生
H9年入学生
「不規則的な生活をしている」と答えたもの
は、 7年度生が22%で最も高かった。
年度生とも70%以上であった。しかし、「スポー
ツをしているかJについては、 7年度生が「毎日
している」と「時々しているjが合わせて62名、
80.7%であった。 8年度生は「毎日しているJも
のはO名、「時々しているJものが38名、 49.4
%で有意に低かった。 (P<O.OOl)
3 )社会生活について (Table7) 
「よく歩くか」については、スポーツの実施率の
少ない8年度生が42名、 54.5%で7年度生の32
名、 41.5%、9年度生の34名、 43.0%より多い
結果であった。
3.休養について (Table5) 
睡眠と疲労、ストレスの3項目についてみた。
睡眠が良好なものは7年度生で、 58名、 75.3%
8年度生は64名、 83.1%、9年度生は68名、 86.1
%であった。しかし「寝不足と感じることがあ
る」については7年度生は68.4%が「はLリと
答えている O 平均睡眠時間は7年度生は7時間
台が最も多く、 8、9年度生では6時間台がもっ
とも多かった。「疲れやすLリものは7年度生が
52.9%で最も高く 9年度生は44%で低い。「緊張
やイライラ」などストレスがあるものは、9年度
生が29.1%、7年度生が53.9%で有意に高かっ
た (P<O.Ol)。
2 )健康に関わる習慣について (Table 6) 
飲酒、喫煙、規則的な生活、塩分等の摂取に
ついて調査した。
1.飲酒については「ほとんど飲まなLリものが
多く、 7年度生が68.8%、8年度生が83.1%、
9年度生が74.7%であった。
2.喫煙は各年度とも90%以上が「ほとんど吸わ
ない」と答えている。習慣的な喫煙は、各年
度生とも 1-4%であった。
3. r規則的な生活をしているかJについては各
年度生とも45%以上が「はLリと答えている。
社会的ネットワークの指標として、親しい友
人の有無、家族との会話、家族の中での自分の
役割や組織活動としてサークル、ボランティア
活動、宗教に着目した。さらに、社会生活上必
要とされる、或いは役割が期待される食事の支
度、部屋の掃除、新聞を読むなどの項目につい
て調査した。
「家族とよく話すか」について「はLリと答えた
ものは、 7年度生で41.6%であるのに対して、 8
年度生は55.8%、9年度生は63.3%で有意に高
かった (P<O.OOl)。
「家族の中で自分の役割」について「ありJと答
えたものは、 7年度生は41.6%、8年度生は55.8
%、 9年度生では51.9%であった。サークル活
動の実施については、 7年度生が有意に高く、
rpつもしているjと「時々している」ものをあ
わせて66.2%であった (P<O.OOl)0 8年度生は
22.1%、9年度生は12.7%である o ボランティ
ア活動については各年度生とも同様の傾向で、
「していなLリものが80-85%であった。宗教
活動についてはさらに少なく、各年度生とも
「していなLリものが95%以上であった。
食事の支度を rpつもしている」ものは各年度
生ともほぼ同様で、、 32-35%であった。部屋の
掃除・片付けについては「時々している」もの
が多く、 7年度生が76.3%、8年度生は89.6%、
9年度生は75.9%であった。新聞を読んでいる
かについては、「毎日、読んでいるJものは7年
度生が 19.5%、8年度生は23.4%、 9年度生は
17.7%で、「ほとんど読まなpJものは33-38
%であった。
Table 7 社会生活
部屋の掃除 家族とよく話す サークル活動
毎日 時々 ~CんEせf はい ~;らともいえUI' いいえ いつも 時々 してい引1
n z n E n E n 耳 n B n 
ー
n 軍 n z n 見
H7年入学生 1.3 58 75.3 9.1 32 41. 5 27 35. 1 18 23.3 10 13.0 41 53.2 26 33.8 
H8年入学生 6.5 69 89.6 3.9 43 5. 8 26 3. 8 8 10.4 3 3.9 14 18.2 59 76.6 
H9年入学生 7 8.8 60 75.9 1 13.9 50 63. 3 26 32. 9 3 3.8 。。10 12.7 69 87.3 
神*P<O.OOI 帥*Pく.0.001 
家族の中で自分の役割 何でも話せる友遣がいる 新聞を鋭む
あり mHいi.tい なし はL、 どちらtもいえない いいえ いつも 時々 曜とんt彊it:il
n 見 n z n 書 n 同 n z n E n z n 耳 n 書
H7年入学生 32 41. 6 37 48.0 8 10.4 54 70.1 21 27.3 2 2.6 15 19.5 35 45.5 26 33.8 
H8年入学生 43 55.8 25 32.5 11. 7 61 79.2 14 18.2 2 2.6 18 23.4 3 42.9 26 33.8 
H9年入学生 41 51. 9 32 4.0.5 7.6 65 82.3 1 13.9 2 2.5 14 17.7 35 44.3 3.0 38.0 
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V 考察
1.健康についての認識
健康についての認識では、上位項目はいずれの
年度においてもほぼ共通しており、単に「病気や
怪我がない(病気なし)Jだけでなく「精神的に安
定している」、「食欲がある」、「良眠できるjなど
日常生活が円滑に進められるために必要な健康認
識が示されている成績と思われた。とりわけ精神
的安定性を重視するものが多い点は、現代社会を
生きてゆくためにはこの若い年代においてもやは
り精神的安定がいかに大切であるかを日頃感じて
pるということであり、注目すべきポイントと考
えられた。一方、年度問で差がみられた項目があ
り、 7年度生と 9年度生で「社会生活が順調」が
8年度生に比較して多く (p<O.Ol)、9年度生は
「自覚症状なしJが7年度生よりも多く (P<O.Ol)
回答していた。この理由は今回の調査からは明ら
かにすることはできなかった。
睡眠、食事、運動の3者につき健康にとっての大
切さの比較を質問した結果は、全年度生が明確に、
睡眠が健康にとり最も重要との共通の認識であっ
た。しかし、食事と運動との比較においては、 7
年度生、 9年度生は運動よりは食事が大切 (p< 
0.01)としたが、 8年度生においては、食事より
運動が大切であるとする回答が上回り、他年度生
と差異を認めた。この理由は明かではないが、 8
年度生を中心にこの点について今後経過を追って
調査していきたい。
「現在、健康であるか」、「アレルギ一体質J、「月経
痛J、「体調不良のとき、すぐ薬をのむ方かj、「健
康上の不安・心配事はあるかJ、「死への恐怖感が
あるかjの項目については年度間で明かな差異は
認めなかった。 7年度生の89.6%、8年度生の87
%、 9年度生91.1%の大多数が「現在健康である」
と回答し、他大学の77.3%と比較しでも高率でυ
あった。月経痛(女性)は過半数に見られ、約 l
/3の学生がアレルギ一体質で，約1/4が体調不
良だと薬をすぐのむ方であることが判明した。ま
た健康上の不安や心配事を持つものが 1-2割と
決して珍しくなく、死への恐怖感があるとしてた
ものも約1/4いた。このように学生が少なから
ず健康上の課題を持ちつつ生活している実態がみ
られた。
?
?
?
?
2.医療への関心度
医療への関心に関しては、各年度共通で、「エイ
ズJ、「癌Jが高く、さらに「ホスピスJ、「脳死(植
物人間)J、「尊厳死」などの回答が多かった。こう
した点はこれらの項目が現在の一般的・社会的に
注目度の高い事項であり、看護専門職をめざす看
謹学生としては妥当な結果と考えられた。年度聞
の比較において、 9年度生は15項目において他年
度生よりも全般に高い点数であった。これが一般
的な医療への関心度の高まりを反映しているもの
なのか、本年度のみの結果なのか注目されるが、
今後の調査結果を踏まえて検討していきたい。
3.医療についての理解度
医療についての理解度は、関心度と比較すると
その自己評価は全体的に低かった。このうち、「避
妊」、「エイズJの2項目はいずれの年度において
も比較的理解されており、いわゆる社会的な常識
となっている面もあるように思われた。その他の
項目で理解があるとの回答が比較的多かったもの
は7年度生での「ホスピスJ、9年度生の「イン
フオームド・コンセント」が目立っていた。今回
はあくまで自己評価による“理解度"であり、客
観的なものではないことを充分に認識して今後の
学生教育の資料として生かす必要があると思われ
た。
4.日常生活行動
日常生活行動については各学年とも同様な傾向
で、この世代の特徴が明らかになった。
栄養についてはバランスがとれていることが大切
であるが、各栄養素を過不足なく摂取することは
かなり困難なことである。しかし、栄養に関する
認識として、 70%以上の学生が何らかの気配りを
していたことは栄養に関する知識をもって行動に
うつし、さらに習慣化していく基礎として必要な
態度である。知識度が高くなるほど食習慣が適正
になるという調査5)もあり、正しい知識教育を進
めていく必要がある。
運動に関しては、 70%以上の学生が体を動かすの
が好きと答えているが、スポーツを「ほとんどし
ない」ものが8、9年度生では半数近くいた。厚
生省の「平成8年度保健福祉動向調査」において、
若い世代は腹筋運動やスポーツが多く、高齢にな
るにしたがって歩くことが多いという結果がある
が、今後、授業や実習が進にしたがってさらに低
下していくとが予測される。 7年度生のスポーツ
の実施が比較的多いのは、調査の時期が7月で
あったので、大学の生活にややなれてきたためと
も考えられる。
休養については、休養の基本として睡眠をとりあ
げたが、睡眠時間と睡眠によってどれだけ休養に
なったか充足度をみる必要がある。財)健康体力
事業団による「健康づくりに関する意識調査J(平
成8年度)では休養充足度が「まったくとれてい
ないJ群では、睡眠時聞が6時間未満であった。今
回の調査で平均睡眠時間が6時間未満のものは、
7年度生は17名、 8年度生は14名、 9年度生で
は19名であった。長期にこの状態が続くと健康上
問題になる可能性があり、経過を見る必要がある。
厚生省は「健康づくりのための休養指針Jで、単
に疲労を回復するだけでなく自己実現や生きがい
など豊かな人生のため能動的、積極的な休養が必
要であるとしている。この世代から、健康生活へ
の気づきのため、「栄養Jr運動Jr休養」の3要素
の重要性を認識して、生活をよりよいものにして
いくことが望まれる。
Breslow6)の7つの健康習慣の項目に、「喫煙をし
ない」、「過度の飲酒をしなpJがある。飲酒に関
しては、適量あるいは時には飲酒をすることは問
題はないし、当然有り得ることである。飲酒が習
慣になっているものはO名であったが、大学生活
に慣れてくると飲酒率もあがってくる傾向にある。
このことに関しては次回報告の予定である。
喫煙については男子学生もいるので、常時喫煙者
は数名いるが、前回の報告2)3)の通り他の同世代
の若者に比べて喫煙率は低い。入学時は未成年で
あっても 2年、 3年と学年が進むにともなって成
人として認められ、飲酒と同様に喫煙者も増加す
る傾向にある o
たばこと「喫煙関連疾患」との因果関係が証明さ
れ対策がたてられてきているが、若い女性の喫煙
率の増加は、世界の諸国に共通に見られる現象で
ある。たばこを吸わないライフスタイルを定着さ
せることは重要な課題である。
VI 結語
学生の保健行動や日常生活行動の調査を行い、各
クラスの入学時点を比較した。各学年ともほぼ同様
の結果で、看護をめざす学生の特徴が明らかになっ
た。このことをふまえて教育指導にあたるとともに、
今後の経過を観察し、健康的な生活習慣づくりに役
立てていきたい。
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Summary 
A Study of Students' Health 8ehavior (third report) 
-The view ofhealth， interest in health care and daiiy life-
Kimie SHIBAHARA Seiji MITA kimiko KASHIRO Teruko KUNIOKA Fumio TAKEUCHI 
Yasuko JINDA Motoi OE Yasuko AOKI Masahiro ISAWA 
We have investigated health activities and daily life activities of students every year since HEISEI 7， the year our 
college opened. It aims at seeking their health activities through their view of health， degree of interest and under-
standing for medical care and daily life activities; and at making use of it for educational instruction.τb.is time， we 
compared and studied the results of our investigation for three years focusing on the time of college entrance 
(仕eshman)of each year. 1) As to the view of health， health recognition which was neces田町ωgoonwi出dailylife
smoothly was indicated by students of each academic years. 2) As to degree of interest for medical care， on the 
whole s加dentswho entered in HEISEI 9 got high marks. As to degree of understanding for medical care， selιra出g
tended to be low compared wi出degreeof interest. 3) As to daily life activities， the results were almost common to 
students of each academic years. Characteristically， many students who entered in HEISEI 7 tended to play sports 
or join circles， and to have tiredness or stress. It seems出ata study of a change wi出thepassing of the years is 
neces回ry企omnowon.
keywords: 
Nursing student， Health behavor， View of health， Daily life acti'吋ty，Interest/Understanding of health care. 
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